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ナ
チ
阿
片
・
交
易
営
団
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ

｜
｜
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ド
イ
ツ
滞
貨
の
ゆ
く
え
｜
｜熊

野

直

樹

は
じ
め
に

一

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
お
け
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
間
の
交
易

（
一
）
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
と
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト

（
二
）
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
間
交
易
の
概
観

（
三
）
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
と
ド
イ
ツ
滞
貨

二

ド
イ
ツ
降
伏
後
に
お
け
る
ナ
チ
阿
片
の
ゆ
く
え

（
一
）
奉
天
の
ナ
チ
阿
片
と
関
東
軍

（
二
）
神
戸
の
ナ
チ
阿
片
と
交
易
営
団

（
三
）
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
る
阿
片
の
押
収

三

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
財
産
管
理
局
か
ら
通
商
産
業
省
へ

（
一
）
通
商
産
業
省
と
阿
片
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（
二
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
財
産
管
理
局
か
ら
通
商
産
業
省
へ

（
三
）
ナ
チ
阿
片
の
売
上
金
の
ゆ
く
え

お
わ
り
に

は

じ

め

に

一
九
世
紀
の
阿
片
戦
争
を
画
期
と
し
て
、
阿
片
は
世
界
市
場
に
お
け
る
欧
亜
関
係
の
基
底
を
な
す
商
品
の
一
つ
と
な
っ
た
。
二
〇
世
紀
に

入
っ
て
、
一
連
の
国
際
阿
片
条
約
に
よ
っ
て
阿
片
が
国
際
的
な
禁
制
品
に
な
っ
た
後
も
、
欧
亜
関
係
に
お
い
て
阿
片
は
依
然
と
し
て
貿
易
上
、

さ
ら
に
は
財
政
上
不
可
欠
の
物
資
で
あ
り
続
け
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
以
降
も
実
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

従
来
、
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

満
洲
国
」
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
間
で
、
国
際
的
禁
制

品
で
あ
る
阿
片
の
交
易
が
な
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
四
年
六
月
一
七
日
に
調
印
さ
れ
た
第
四
次
「
満
」
独
協
定
に
お
い
て
は
、
阿
片
と
粗
製

モ
ル
ヒ
ネ
を
「
満
洲
国
」
が
ド
イ
ツ
へ
輸
出
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た１

）。
大
戦
末
期
に
ド
イ
ツ
へ
の
輸
送
が
一
段
と
困
難
に
な
る
と
、

日
本
に
在
留
し
て
い
た
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
（D

eu
tsch

e

２
）

W
irtsch

a
ftsd

eleg
a
tio
n

）
は
、
東
ア
ジ
ア
で
購
入
し
本
国
へ
輸
送
困
難
と

な
っ
た
物
資
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
滞
貨
を
日
本
側
に
売
却
し
た
。
ド
イ
ツ
が
一
九
四
五
年
五
月
八
日
に
無
条
件
降
伏
す
る
と
、
ド
イ
ツ
経
済

使
節
団
は
日
本
に
在
留
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
滞
貨
の
日
本
へ
の
売
却
を
引
き
続
き
行
っ
た
。
そ
の
な

か
に
阿
片
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
同
年
五
月
以
降
、
ド
イ
ツ
は
「
満
洲
国
」
や
日
本
に
お
い
て
保
管
し
て
い
た
阿
片
を
日
本
側
に
引

き
渡
す
こ
と
に
な
る
。

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
降
伏
当
時
、

満
洲
国
」
と
日
本
に
お
い
て
ド
イ
ツ
所
有
の
阿
片
が
保
管
さ
れ
て
い
た
場
所
は
、
史
料
上
確
認
で
き
る
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限
り
、
奉
天
と
神
戸
だ
け
で
あ
る
。
奉
天
と
神
戸
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て
の
阿
片
（
以
下
、
ナ
チ
阿
片
と
記
す
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
〇
ト
ン
と
約
四
ト
ン
で
あ
っ
た
（
後
述
）。
そ
れ
で
は
、
こ
の
奉
天
と
神
戸
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ナ
チ
阿
片
は
、
そ
の

後
一
体
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

戦
後
、
日
本
が
戦
時
中
に
取
り
扱
っ
た
阿
片
や
そ
の
売
上
金
が
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（G

en
era

l
 
H
ea
d
q
u
a
rters

 
o
f

 
th
e S
u
p
rem

e C
o
m
m
a
n
d
er fo

r th
e A

llied P
o
w
ers

以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
略
記
）
に
流
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
な
か
に
は
そ
の
一
部
が
大
統
領
選
挙
出
馬
の
た
め
の
資
金
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D

o
u
g
la
s
 
M
a
cA
r-

th
u
r

）
に
流
れ
た
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
出
典
が
曖
昧
で
、
し
か
も
史
料
的
裏
付
け
の
と
れ
な
い
証
言

ば
か
り
で
あ
っ
た３

）。
研
究
史
上
、
戦
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
阿
片
の
ゆ
く
え
は
史
料
的
に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
う
し

た
な
か
、
筆
者
は
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
で
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
代
表
の
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
（H

elm
u
th
 
W
o
h
lth
a
t

）
が
残
し
た
外
交

史
料
並
び
に
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
が
所
蔵
す
る
日
本
占
領
関
係
資
料
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
╱
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
に
お
い
て
、
奉
天
と
神
戸
の
ナ

チ
阿
片
が
戦
中
・
戦
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
り
、
結
局
ど
う
処
分
さ
れ
た
か
を
示
す
、
史
料
群
を
「
発
見
」
し
た
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ら

「
新
発
見
」
の
史
料
群
に
依
拠
し
な
が
ら
、
奉
天
と
神
戸
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ナ
チ
阿
片
の
戦
中
・
戦
後
辿
っ
た
経
緯
と
そ
れ
に
関
わ
っ
た

ア
ク
タ
ー
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
上
を
通
じ
て
、
戦
中
・
戦
後
に
お
け
る
阿
片
を
め
ぐ
る
多
種
多
様
な
国
際
的
な
ア
ク
タ
ー
間
の
関
係
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
、

満
洲
国
」、

日
本
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
始
め
と
し
た
欧
亜
関
係
の
一
断
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
論
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

ナチ阿片・交易営団・ＧＨＱ（熊野）
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一

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
お
け
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
間
の
交
易

（
一
）
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
と
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト

従
来
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
日
本
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
と
の
交
易
は
杜
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
近
年
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
戦
時
物
資
を
東
ア
ジ
ア
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
輸
入
し
た
生
ゴ
ム
や
鉱
石
な
ど
は
産
業
界
の
需

要
を
一
九
四
五
年
末
ま
で
満
た
す
ほ
ど
十
分
な
量
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る４

）。
こ
の
こ
と
は
、
戦
時
中
に
お
い
て
も
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
と
の
間
で
は
、
そ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
交
易
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
側
の
戦
争
経
済
史
研
究
に
お
い
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
間
の
交
易
で
あ
る５

）。

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
に
伴
う
海
上
封
鎖
並
び
に
独
ソ
戦
勃
発
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
不
通
に
よ
っ
て
、
た
と
え
封
鎖
突
破
船
や
潜
水
艦

に
よ
っ
て
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
間
で
輸
送
が
な
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
欧
亜
間
の
輸
送
は
実
質
的
に
杜
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
戦
時
物
資
の
調
達
と
輸
送
の
統
轄
責
任
者
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
経

済
使
節
団
の
代
表
で
あ
る
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
、
戦
後
、
国
際
検
察
局
（In

tern
a
tio
n
a
l P

ro
secu

tio
n
 
S
ectio

n

）
の
尋
問
に
際
し
て
詳

細
に
欧
亜
間
の
輸
送
の
実
態
を
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
国
際
検
察
局
側
は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
「
最
も
成
功
し
た
」
と
評
価
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
は
ど
の
く
ら
い
の
量
の
戦
時
物
資
を
東
ア
ジ
ア
で
調
達
し
、
ド
イ
ツ
に

輸
送
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ど
の
程
度
実
際
に
ド
イ
ツ
に
到
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
際
検
察
局
に

よ
る
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
に
対
す
る
尋
問
の
記
録
を
中
心
に
依
拠
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
代
表
で
あ
る
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
、
国
際
検
察
局
の
記
録
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
て
お
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
の

論 説
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右
腕
で
、
日
本
の
戦
時
生
産
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
あ
り
、
日
独
の
通
商
関
係
全
体
の
統
轄
者
兼
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
金
融
の
統
轄
者
で

あ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る６

）。

そ
も
そ
も
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
、
一
八
九
三
年
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
に
生
ま
れ
、
士
官
学
校
を
経
て
、
ケ
ル
ン
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
学
ん
だ
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
野
砲
旅
団
の
旅
団
付
副
官
と
し
て
従
軍
し
た
。
戦
後
、
商
業
関
係
の
仕

事
に
就
く
が
、
一
九
三
三
年
に
は
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
の
ミ
ル
ク
製
品
及
び
油
脂
統
制
団
体
委
員
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
後
ラ
イ
ヒ
経
済
省
ゲ
ネ

ラ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ト
、
同
経
済
省
局
長
、
為
替
管
理
局
長
を
経
て
、
四
カ
年
計
画
全
権
委
員
ゲ
ー
リ
ン
グ
（H

erm
a
n
n G

o
rin
g

）
付
特
別

局
長
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
九
年
に
は
四
カ
年
計
画
委
員
及
び
プ
ロ
イ
セ
ン
枢
密
院
顧
問
官
に
就
任
し
た７

）。
ま
た
彼
は
同
年
、
英
独

和
解
を
意
図
し
て
な
さ
れ
た
と
当
時
注
目
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
・
ハ
ド
ソ
ン
（R

o
b
ert S

.
H
u
d
so
n

）
会
談
」
の
当
事

者
で
も
あ
る８

）。
し
か
も
同
年
、
彼
は
ド
イ
ツ
と
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の
間
で
の
経
済
条
約
交
渉
を
主
導
し
て
お
り
、
こ
の
条
約
は
「
ヴ
ォ
ー
ル

タ
ー
ト
条
約
」
と
も
呼
ば
れ
た９

）。
そ
も
そ
も
彼
は
四
カ
年
計
画
庁
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
政
策
の
金
融
部
門
に
係
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
で

一
九
四
〇
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
銀
行
制
度
管
理
官
に
就
任
し
て
い
る10

）。
日
本
側
の
要
請
で
彼
は
一
九
四
一
年
四
月
に
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
代
表

と
し
て
来
日
し
た
。
そ
れ
以
降
、
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
一
九
四
七
年
二
月
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
国
外
退
去
処
分
を
受
け
る
ま
で
、
日
本
に
留

ま
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
間
交
易
の
概
観

一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
戦
勃
発
以
降
、
ド
イ
ツ
へ
の
帰
国
が
困
難
と
な
っ
た
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
通
じ
て
戦
争

に
必
要
な
物
資
を
東
ア
ジ
ア
で
購
入
し
、
そ
れ
ら
を
ド
イ
ツ
へ
輸
送
す
る
統
轄
責
任
者
と
な
っ
た
。
国
際
検
察
局
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
ド

イ
ツ
は
対
米
戦
開
始
ま
で
に
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
通
じ
て
約
六
〇
万
ト
ン
の
物
資
を
ド
イ
ツ
に
供
給
し
、
海
上
輸
送
も
同
程
度
の
物
資
を
供

（81-３- ）207 53
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給
し
て
い
た
と
い
う
。
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
三
年
に
か
け
て
は
貨
物
船
を
中
心
と
し

た
封
鎖
突
破
船
に
よ
っ
て
二
〇
万
ト
ン
の
物
資
を
輸
送
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
は
、

生
ゴ
ム
、
錫
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
石
油
、
油
脂
な
ど
を
輸
送
し
て
い
た
。

一
方
、
日
本
は
、
機
械
、
特
殊
兵
器
な
ど
を
輸
入
し
て
い
た
と
さ
れ
る11

）。

し
か
も
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
ら
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
は
、
日
本
を
仲
介
と
し
て
中
国
、
ビ

ル
マ
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
か
ら
戦
時
物
資
を
調
達
し
て
い
た
。
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
の

使
節
団
は
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
総
数
二
四
万
ト
ン
以
上
の
物
資
を
貨
物
船

等
で
ド
イ
ツ
に
向
け
て
輸
送
し
て
い
た
。
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
に
向
け

て
輸
送
さ
れ
た
貨
物
の
約
五
〇
％
が
ド
イ
ツ
に
到
着
し
た
と
い
う12

）。
独
ソ
戦
勃
発
以
前
は
、

そ
れ
と
は
別
に
毎
月
五
万
五
千
ト
ン
の
貨
物
を
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
輸
送
し
て
い
た
と
さ
れ

る13
）。

ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
に
よ
る
と
、
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
に
ド
イ
ツ
へ
輸

送
し
た
船
舶
数
と
貨
物
の
重
量
の
内
訳
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

表
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
四
三
年
が
一
五
万
ト
ン
で
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
一
九
四

四
╱
四
五
年
に
は
わ
ず
か
三
〇
〇
〇
ト
ン
に
激
減
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト

は
国
際
検
察
局
の
尋
問
に
際
し
て
、
一
九
四
一
年
一
二
月
と
一
九
四
三
年
一
二
月
に
お
け

る
ド
イ
ツ
の
備
蓄
量
の
地
域
別
内
訳
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
表
２
の
通
り
で
あ

る
。一

九
四
一
年
一
二
月
の
日
米
英
蘭
開
戦
以
降
、
日
本
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
始
め
東
南
ア

ジ
ア
諸
地
域
を
軍
事
占
領
し
た
後
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
東
南
ア
ジ
ア
を
戦
時
物
資
の

表１ ドイツへ輸送した船舶数及び貨物の重量の内訳

船舶数 貨物量（トン）

1942年 貨物船 7隻 56,000

1943年 貨物船 14隻 108,000

タンカー 4隻 42,000

1944年 貨物船 5隻 30,000

1944/45年 潜水艦 15隻 3,000

総計 240,000

出典：‘REPORT OF INTERROGATION of HELMUTH WOHLTHAT’粟屋憲太郎・

吉田裕（編集・解説）『国際検察局（ＩＰＳ）尋問調書』第42巻、日本図書センター、

1993年、66頁より筆者作成。

＊時期区分は原文ママ

＊＊正確には239,000であるが、原文ママ
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備
蓄
の
拠
点
に
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
ま
で
東
南
ア
ジ
ア
の
制
海
権
を
イ
ギ
リ
ス

海
軍
が
握
っ
て
い
た
た
め
、
ド
イ
ツ
は
日
本
を
介
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
物
資
を
輸
入
し
て
い

た
が
、
一
九
四
三
年
一
二
月
に
は
東
南
ア
ジ
ア
を
拠
点
と
し
て
交
易
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。以

上
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
大
戦
中
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
約
二
四
万
ト
ン
も
の
戦
時

物
資
を
ド
イ
ツ
へ
海
上
輸
送
し
、
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
に
よ
る
と
そ
の
約
半
数
が
ド
イ
ツ
に
到

着
し
て
い
た
。
当
時
、
日
本
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
（E

rw
in

 
W
ick

ert

）
も
ま
た
回
想
録
に
お
い
て
、
日
本
と
ド
イ
ツ
間
の
交
易
の
詳
細
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。シ

ベ
リ
ア
横
断
ル
ー
ト
が
分
断
さ
れ
た
後
、
日
本
と
ド
イ
ツ
を
結
ぶ
唯
一
の
貨
物

輸
送
手
段
は
封
鎖
突
破
船
と
Ｕ
ボ
ー
ト
だ
っ
た
。
戦
争
中
こ
の
よ
う
な
封
鎖
破
り
と
呼

ば
れ
る
船
は
、
日
本
か
ら
、
そ
し
て
後
に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
港
か
ら
出
航
し
、
封
鎖
を

突
破
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
港
に
入
っ
た
。
貨
物
船
三
六
隻
中
一
四
隻
が
沈
め
ら
れ
た
。
日

本
か
ら
ド
イ
ツ
へ
は
と
く
に
生
ゴ
ム
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
錫
、
雲
母
、
ア
ヘ
ン
そ
し
て

戦
争
初
期
に
輸
送
さ
れ
た
工
業
用
油
脂
な
ど
合
わ
せ
て
八
四
〇
〇
〇
ト
ン
の
貨
物
が
封

鎖
を
突
破
し
た
。
連
合
国
の
ダ
カ
ー
ル
上
陸
後
は
南
大
西
洋
が
ほ
と
ん
ど
航
行
不
能
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
貨
物
用
Ｕ
ボ
ー
ト
が
導
入
さ
れ
た
が
、
積
載
能
力
は
わ
ず
か
な
も

の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
に
近
代
的
な
機
械
が
も
た
ら
さ
れ
、
一
九
四
五
年
初

め
に
は
ド
イ
ツ
の
Ｖ
1
ロ
ケ
ッ
ト
の
見
本
が
運
ば
れ
た
。

表２ 1941年12月と1943年12月におけるドイツの備蓄量の地域別内訳

1941年12月 1943年12月

日本 35,000トン 20,000トン

満洲 46,000トン 31,000トン

天津 320トン ―――

上海 9,600トン 25トン

サイゴン ――― 15,000トン

バンコク ――― 5,000トン

シンガポール・

ペナン ――― 7,000トン

出典：‘REPORT OF INTERROGATION of HELMUTH WOHLTHAT’前掲『国際検

察局（ＩＰＳ）尋問調書』第42巻、67頁より筆者作成。
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だ
が
、
戦
争
末
期
に
な
る
と
Ｕ
ボ
ー
ト
の
突
破
は
め
っ
た
に
な
く
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
海
軍
の
暗
号
『
エ
ニ
グ
マ
』
の
解

読
に
成
功
し
、
す
べ
て
の
船
の
位
置
を
つ
き
と
め
た
か
ら
だ14

）。」

以
上
は
、
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
と
の
間
の
交
易
で
は
な
く
、
専
ら
ド
イ
ツ
と
日
本
と
の
間
の
交
易
で
あ
る
た
め
、
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
と
の

証
言
と
は
数
字
が
食
い
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
当
時
の
日
独
の
交
易
の
様
子
を
知
る
に
は
、
十
分
参
考
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
交
易
の
実
態
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
側
は
「
成
功
」
と
自
己
評
価
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ

ツ
大
使
館
付
陸
軍
武
官
ク
レ
ッ
チ
マ
ー
（A

lfred
 
K
retsch

m
er

）
は
、
国
際
検
察
局
の
尋
問
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
の
活
動
に

対
し
て
次
の
よ
う
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

使
節
団
は
か
な
り
の
成
功
を
収
め
て
お
り
、
大
量
の
原
料
を
ド
イ
ツ
へ
輸
送
す
る
た
め
に
手

に
入
れ
た15

）。」

以
上
は
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
側
の
自
己
評
価
で
あ
る
が
、
国
際
検
察
局
側
に
よ
る
大
戦
中
の
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
ら
の
経
済
使
節
団
の
海
上
輸

送
に
対
す
る
評
価
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
戦
時
中
日
本
か
ら
戦
争
遂
行
に
不
可
欠
な
戦
時
物
資

の
重
要
な
輸
出
品
を
受
け
取
っ
た
。
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
の
使
節
団
は
最
も
成
功
し
た16

）。」
こ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
ら
の
ド
イ
ツ
経
済
使

節
団
に
対
す
る
国
際
検
察
局
側
の
高
い
評
価
は
、
封
鎖
突
破
船
を
始
め
と
し
た
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
間
の
海
上
輸
送
の
責
任
者
で
あ
っ
た
駐

日
ド
イ
ツ
大
使
館
付
海
軍
武
官
で
あ
っ
た
ヴ
ェ
ネ
カ
ー
（P

a
u
l W

en
n
ek
er

）
の
尋
問
調
書
に
お
い
て
も
、
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
お

い
て
、
国
際
検
察
局
側
は
「
参
事
官
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
の
使
節
団
は
、
際
立
っ
た
成
功
（em

in
en
tly
 
su
ccessfu

l

）
を
収
め
た
」
と
評
価

し
て
い
る17

）。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
お
い
て
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
と
の
交
易
は
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
へ
の
戦
時
物
資
の
輸
送
と
い
う
点
に
お
い
て
、

ド
イ
ツ
側
か
ら
も
国
際
検
察
局
側
か
ら
も
成
功
し
た
と
見
な
さ
れ
て
い
た
点
は
大
変
に
興
味
深
い
。
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（
三
）
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
と
ド
イ
ツ
滞
貨

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
と
の
交
易
に
関
す
る
ド
イ
ツ
側
の
責
任
者
は
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
代
表
の
ヴ
ォ
ー

ル
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
交
易
は
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
（R

o
g
es

﹇T
h
e R

eich O
ffice fo

r G
erm

a
n E

co
n
o
m
ic S

a
les

﹈H
a
n
d
els-

g
esellsch

a
ft G

.m
.b
.H
.,
B
erlin

）
が
担
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
と
は
、
ド
イ
ツ
政
府
が
所
有
す
る
会
社
で
あ
り
、
ド
イ
ツ

経
済
使
節
団
に
よ
っ
て
日
本
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
本
来
の
目
的
は
、
使
節
団
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
特
定
の
ド
イ
ツ
企
業
を
通
じ
て
戦
時

物
資
を
購
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
が
扱
っ
た
物
資
は
、
油
脂
、
コ
カ
の
葉
、
錫
、
生
ゴ
ム
、
絹
、
キ
ニ
ー
ネ
、
魚
油
、
阿

片
な
ど
で
あ
っ
た18

）。
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
の
任
務
の
一
つ
は
、
中
国
や
日
本
に
お
け
る
特
定
の
ド
イ
ツ
企
業
を
通
じ
て
重
要
な
原
料
の
購
買

を
組
織
し
か
つ
統
制
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
商
品
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
な
「
リ
ン
グ
（R

in
g

）」
に
組
織
さ
れ
た19

）。

ド
イ
ツ
へ
輸
送
で
き
な
い
品
物
は
日
本
の
半
官
の
日
本
の
組
織
に
売
ら
れ
た20

）。
こ
う
し
た
目
的
を
達
成
し
、
任
務
を
果
た
す
た
め
に
、
ド
イ

ツ
経
済
使
節
団
は
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
を
設
立
し
、
そ
の
駐
日
代
表
と
し
て
ヴ
ォ
イ
ト
（A

lfred
 
H
.
W
o
id
t

）
を
任
命
し
た
。
ロ
ー
ゲ
ス
商
会

を
日
本
に
設
立
す
る
と
同
時
に
、
ド
イ
ツ
政
府
は
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
の
日
本
代
理
店
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
本
店
を
置
く
ハ
ー
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
商
会

（H
.
W
.
H
a
m
a
ch
er
&
C
o
.,
B
erlin

）
を
選
出
し
た
。
ハ
ー
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
商
会
は
日
本
に
居
住
し
て
い
た
ウ
ム
バ
ウ
（H

a
n
s U

m
b
h
a
u

）

を
そ
の
代
表
と
し
て
指
名
し
た
。
一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
戦
勃
発
以
降
、
ウ
ム
バ
ウ
は
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
と
ハ
ー
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
商
会
の
代
理

人
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
封
鎖
突
破
船
の
た
め
の
運
送
業
者
並
び
に
荷
揚
げ
業
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た21

）。

日
本
政
府
は
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
が
関
心
を
抱
く
商
品
の
売
買
に
お
い
て
、
そ
の
代
理
と
し
て
武
田
薬
品
工
業
と
交
易
営
団
を
指
名
し
た22

）。

ド
イ
ツ
降
伏
後
、
ド
イ
ツ
滞
貨
の
売
買
に
お
い
て
は
主
に
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
と
交
易
営
団
と
の
間
で
契
約
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ド
イ
ツ
滞
貨
は
そ
も
そ
も
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
が
戦
時
中
に
、
東
ア
ジ
ア
各
地
で
買
い
付
け
た
重
要
物
資
で
、
戦
況
悪
化
の
為
ド
イ
ツ
本
国
へ

輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
横
浜
、
神
戸
、
大
連
等
に
保
管
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
四
四
年
一
月
頃
、
日
独
両
国
政
府
の
話
合
い
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の
結
果
、
こ
の
ド
イ
ツ
滞
貨
を
日
本
の
緊
急
需
要
に
役
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
側
は
業
務
を
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
の
駐

日
代
表
の
ヴ
ォ
イ
ト
に
委
ね
、
日
本
側
は
交
易
営
団
を
指
定
買
上
機
関
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ヴ
ォ
イ
ト
は
そ
の
実
務
を
ウ
ム
バ
ウ
に
代

行
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
滞
貨
の
買
上
は
、
第
一
次
買
上
契
約
が
一
九
四
四
年
三
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
引
き

続
き
買
上
契
約
が
行
わ
れ
、
一
九
四
五
年
五
月
三
日
ま
で
に
計
八
回
に
わ
た
り
買
上
が
行
わ
れ
た23

）。

交
易
営
団
は
、
交
易
業
務
の
統
制
と
重
要
物
資
の
保
管
を
目
的
と
し
て
、
一
九
四
三
年
三
月
の
交
易
営
団
法
、
四
月
の
交
易
営
団
法
施
行

令
の
公
布
を
受
け
て
、
六
月
に
設
立
さ
れ
た
。
海
上
輸
送
が
停
滞
す
る
と
、
日
本
国
内
の
輸
出
用
物
資
の
滞
貨
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。

そ
の
主
な
滞
貨
に
は
二
種
類
あ
り
、

ド
イ
ツ
滞
貨
」
と
一
般
交
易
滞
貨
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
「
ド
イ
ツ
滞
貨
」
は
、
税
関
等
に
滞
貨

し
て
い
る
ド
イ
ツ
向
け
の
物
資
で
あ
り
、
そ
の
大
半
は
陸
海
軍
、
農
水
省
関
係
配
給
機
関
に
売
り
渡
さ
れ
た24

）。
こ
の
「
ド
イ
ツ
滞
貨
」
と
称

さ
れ
た
滞
貨
に
は
そ
も
そ
も
二
種
類
あ
っ
た
。
一
つ
は
対
ド
イ
ツ
輸
出
用
物
資
で
、
日
本
側
保
有
の
滞
貨
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
ド
イ
ツ

が
東
ア
ジ
ア
各
地
で
買
い
付
け
た
重
要
物
資
で
、
ド
イ
ツ
へ
輸
送
で
き
ず
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
側
保
有
の
滞
貨
で
あ
る
。
交
易
営
団

は
、
ド
イ
ツ
向
け
の
日
本
側
保
有
の
滞
貨
と
並
ん
で
、
ド
イ
ツ
側
保
有
の
滞
貨
を
も
取
り
扱
っ
て
い
た
。
本
論
で
は
引
き
続
き
、
後
者
の
意

味
で
の
ド
イ
ツ
滞
貨
を
取
り
上
げ
、
そ
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

二

ド
イ
ツ
降
伏
後
に
お
け
る
ナ
チ
阿
片
の
ゆ
く
え

（
一
）
奉
天
の
ナ
チ
阿
片
と
関
東
軍

一
九
四
五
年
五
月
八
日
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
無
条
件
降
伏
を
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
代
表
の
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
、

同
年
五
月
一
二
日
に
外
務
省
戦
時
経
済
局
長
澁
澤
信
一
と
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る25

）。
そ
れ
を
受
け
て
五
月
一
六
日
付
で
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
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は
澁
澤
宛
に
書
簡
を
送
付
し
、
ド
イ
ツ
滞
貨
の
概
況
に
つ
い
て
資
料
を
添
付
し
て
伝
え
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い

て
、
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
一
九
四
五
年
二
月
二
八
日
時
点
に
お
け
る
ド
イ
ツ
滞
貨
に
つ
い
て
詳
細
な
表
を
添
付

し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
阿
片
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
お
り
、
そ
の
箇
所
を
表
に
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
大
戦
末
期
に
は
、
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て
の
阿
片
三
三
・
七
ト
ン
が
東
ア
ジ
ア
の
各
地
で
保
管

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
阿
片
は
「
満
」
独
協
定
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
昭
南
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
、
ス
ラ
バ
ヤ
な
ど
が
阿
片
交
易
の
中
継
地
点
と
な
っ
て
お
り
、
昭
南
に
一
四
ト
ン
も
の
阿
片
が
保
管
さ

れ
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。
こ
の
表
の
中
で
「
満
洲
国
」
と
日
本
に
お
い
て
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て
の
阿
片
が
保

管
さ
れ
て
い
た
場
所
が
、
奉
天
と
神
戸
で
あ
っ
た
。
奉
天
の
一
〇
ト
ン
は
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
に
よ
る
と
第
四
次

「
満
」
独
協
定
に
よ
っ
て
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た26

）。
以
下
で
は
奉
天
と
神
戸
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ド
イ

ツ
滞
貨
と
し
て
の
阿
片
の
ゆ
く
え
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
五
月
一
七
日
付
の
澁
澤
宛
の
書
簡
の
中
で
、
既
に
ウ
ム
バ
ウ
の
横
浜
事
務
所
に
電
話
し

て
、
ウ
ム
バ
ウ
事
務
所
の
神
戸
支
店
の
方
で
日
本
側
が
要
求
す
る
物
資
を
受
領
書
と
引
き
換
え
に
渡
す
よ
う
に

指
令
し
た
と
伝
え
て
い
る27

）。
さ
ら
に
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
五
月
二
一
日
付
の
澁
澤
宛
の
書
簡
の
中
で
、
一
九
四

五
年
四
月
三
〇
日
現
在
の
横
浜
と
神
戸
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
滞
貨
の
リ
ス
ト
を
送
付
し
て
い
た28

）。
こ
う

し
て
ド
イ
ツ
降
伏
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
主
導
の
下
、
ド
イ
ツ
滞
貨
の
日
本
へ
の
売
却
が

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
奉
天
の
阿
片
も
ド
イ
ツ
滞
貨
の
売
却
の
流
れ
の
な
か
で
日
本
側
に
引
き

渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
奉
天
の
阿
片
は
第
四
次
「
満
」
独
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ー
ル

タ
ー
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
奉
天
の
阿
片
は
「
満
」
独
協
定
に
基
づ
い
て
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
の
契
約
の
下
、
奉
天
の

表３：1945年２月28日時点での阿片の保管場所とその量（トン)

日本 潜水

艦上

昭南 ペナン ジャカ

ルタ

スラバヤ バン

コク

サイ

ゴン

上海 奉天

4 4 14 - 0.2 1.5 - - - 10

出典：,Abschrift: Übersicht uber in Ostasien befindliche Waren‘「３.対独諸条約に対

する措置」(外務省外交史料館Ａ-7-0-0）所収：アジア歴史資料センター（JACAR）レ

ファレンスコード（Ref.）［Ｂ02032982200］より筆者作成。
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カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
商
会
（C

a
rlo
w
itz

&
C
o
.

）
が
主
導
す
る
在
「
満
」
の
「
阿
片
リ
ン
グ
」
に
買
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た29

）。
し
か
も
当
時

奉
天
に
は
駐
「
満
」
ド
イ
ツ
公
使
館
に
よ
っ
て
阿
片
専
用
の
特
別
倉
庫
が
設
立
さ
れ
て
い
た30

）。
こ
の
奉
天
の
阿
片
は
、
ド
イ
ツ
降
伏
後
約
一

カ
月
後
に
「
満
洲
国
」
の
関
東
軍
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
六
月
七
日
付
の
澁
澤
か
ら
ヴ
ォ
ー
ル

タ
ー
ト
宛
の
書
簡
が
次
の
よ
う
に
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

「〔
…
〕
在
本
邦
獨
側
保
有
物
資
ノ
引
受
方
ニ
關
シ
通
報
致
置
キ
候
處
今
般
更
ニ
在
滿
關
東
軍
當
局
ニ
於
テ
ハ
五
月
十
七
日
附
貴
信
附
屬

品
目
表
所
掲
ノ
奉
天
ニ
保
管
中
ノ
阿
片
約
一
〇
瓲
ヲ
引
受
ク
ル
コ
ト
ト
致
候
ニ
付
貴
方
關
係
者
ニ
右
ノ
趣
旨
御
傳
達
相
成
度
此
段
通
報

旁
得
貴
意
候

敬
具

昭
和
二
十
年
六
月
七
日

外
務
省

時
經
濟
局
長

澁

澤

信

一

獨
逸
經
濟
使
節
團

『
ス
タ
ー
ツ
ラ
ー
ト
、
ウ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
』

貴
下31

）」

そ
の
後
、
六
月
一
五
日
に
陸
軍
軍
務
課
か
ら
戦
時
経
済
局
第
二
課
長
宛
に
「
在
本
邦
独
側
保
有
物
資
ノ
活
用
ノ
件
」
と
題
す
る
、
以
下
の

書
簡
が
送
付
さ
れ
て
い
る
。

「
首
題
ノ
件
五
月
十
九
日
打
合
ノ
分
及
六
月
七
日
戦
経
ニ
秘
合
第
二
三
八
号
ノ
分
共
陸
軍
ト
シ
テ
全
部
利
用
改
度
ニ
付
至
急
取
計
相
成

度追
テ
戦
経
二
秘
合
第
二
三
八
号
中
、『
カ
ノ
コ
サ
ウ
根
〔
…
〕
阿
片
〔
…
〕
パ
ン
ト
ポ
ン
』
等
ハ
陸
軍
ニ
於
テ
独
側
商
社
ト
打
合
セ
防

衛
分
散
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
付
申
添
フ32

）」

こ
の
よ
う
に
、
在
「
満
」
の
関
東
軍
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
阿
片
は
、
ド
イ
ツ
側
の
商
社
と
打
ち
合
わ
せ
て
「
防
衛
分
散
」
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
神
戸
の
阿
片
四
ト
ン
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
二
）
神
戸
の
ナ
チ
阿
片
と
交
易
営
団

ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
が
澁
澤
に
提
示
し
た
表
３
に
お
け
る
日
本
の
阿
片
四
ト
ン
と
は
、
神
戸
三
井
信
庫
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
阿
片

三
・
八
六
六
四
ト
ン
の
こ
と
で
あ
る33

）。
そ
も
そ
も
神
戸
は
「
満
」
独
阿
片
交
易
に
お
い
て
は
横
浜
と
並
ぶ
中
継
港
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
戸
の

阿
片
は
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
が
所
有
し
て
い
た
が34

）、
一
九
四
五
年
七
月
五
日
に
大
東
亜
省
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
と
交
易
営
団

と
の
間
で
阿
片
売
買
の
契
約
が
結
ば
れ
た35

）。
こ
の
契
約
に
基
づ
い
て
、
同
年
七
月
二
六
日
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
か
ら
交
易
営
団
に
対
し
て
、
阿

片
が
実
際
に
引
き
渡
さ
れ
た36

）。
こ
う
し
て
神
戸
の
ナ
チ
阿
片
約
四
ト
ン
は
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
か
ら
交
易
営
団
へ
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
輸
入
手
続
き
が
未
了
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
神
戸
の
ナ
チ
阿
片
約
四
ト
ン
は
引
き
続
き
神
戸
三
井
信
庫
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
交
易
営
団
は
、
空
襲
や
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
阿
片
が
損
傷
す
る
虞
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
阿
片
を
安

全
な
場
所
に
疎
開
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
て
い
た37

）。
そ
の
間
、
日
本
は
八
月
一
五
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
交
易
営
団
は
、
阿
片
の
輸
入

手
続
き
が
未
了
に
も
拘
わ
ら
ず
、
特
別
に
許
可
を
得
て
阿
片
を
別
の
場
所
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た38

）。
こ
う
し
て
八
月
二
三
日
に
交
易
営

団
は
、
武
田
薬
品
工
業
に
阿
片
約
四
ト
ン
の
輸
送
と
保
管
を
委
託
し
た
。
そ
の
結
果
、
阿
片
約
四
ト
ン
は
兵
庫
県
川
辺
郡
中
谷
村
広
根
「
ニ

シ
オ
コ
タ
九
号
」
の
個
人
所
有
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た39

）。
保
管
の
期
限
は
一
九
四
五
年
八
月
二
三
日
か
ら
一
九
四
六
年
二
月

二
二
日
ま
で
の
六
カ
月
間
で
あ
っ
た40

）。

こ
う
し
て
ナ
チ
阿
片
は
、
兵
庫
県
川
辺
郡
中
谷
村
広
根
の
個
人
所
有
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
一
九
四

五
年
一
〇
月
六
日
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

九
八
を
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
政
府
は
、
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
全

麻
薬
に
関
し
て
、
形
態
、
外
観
の
型
、
所
在
、
所
有
者
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
各
植
物
の
麻
薬
加
工
の
能
力
、
各
タ
イ
プ
の
麻
薬
の
各
年
の

製
造
や
消
費
量
全
体
に
つ
い
て
示
し
た
統
計
を
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た41

）。
さ
ら
に
一
〇
月
一
二
日
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

一
三
〇
及
び

一
一
月
二
日
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

二
二
九
に
よ
っ
て
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
の
み
が
こ
れ
ら
麻
薬
の
ス
ト
ッ
ク
を
動
か
し
た
り
、
売
っ
た
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り
、
使
っ
た
り
、
あ
る
い
は
処
分
し
た
り
す
る
権
限
を
有
す
る
と
さ
れ
た42

）。
ま
た
一
〇
月
一
六
日
付
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
「
阿
片
及
び
麻
薬
の
製

造
販
売
禁
止
規
制
（T

h
e freezin

g R
eg
u
la
tio
n fo

r O
p
iu
m
 
a
n
d D

ru
g o

f N
a
rco

tics

）」
に
関
す
る
指
令
が
出
さ
れ
た43

）。
こ
の
よ
う

に
、
日
本
に
お
い
て
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
阿
片
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
四
日
に
厚
生
省
か
ら
武
田
薬
品
工
業
に
対
し
て
、
交
易
営
団
所
有
の
ナ
チ
阿
片
を
武
田
薬
品
工
業

が
保
管
す
る
こ
と
に
対
し
て
書
面
に
よ
る
許
可
が
出
さ
れ
た44

）。
こ
れ
を
受
け
て
、
武
田
薬
品
工
業
は
兵
庫
県
川
辺
郡
中
谷
村
広
根
の
個
人
所

有
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
阿
片
の
保
管
許
可
を
厚
生
省
か
ら
得
た
こ
と
を
交
易
営
団
に
伝
え
た45

）。
こ
う
し
て
神
戸
の
ナ
チ
阿
片
は
、
交

易
営
団
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
武
田
薬
品
工
業
に
そ
の
管
理
が
委
託
さ
れ
、
厚
生
省
の
許
可
を
得
て
、
上
記
の
個
人
所
有
の
倉
庫
で
引
き
続

き
保
管
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
る
阿
片
の
押
収

一
九
四
五
年
一
二
月
三
一
日
、
兵
庫
県
川
辺
郡
中
谷
村
広
根
の
個
人
所
有
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
阿
片
約
四
ト
ン
が
、
突
如
ア
メ
リ

カ
陸
軍
第
三
三
師
団
所
属
の
兵
士
ら
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
。
こ
の
押
収
は
、
一
〇
月
一
六
日
付
で
出
さ
れ
た
「
阿
片
及
び
麻
薬
の
製
造
販

売
禁
止
規
制
」
に
関
す
る
指
令
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
陸
軍
第
三
三
師
団
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た46

）。
翌
一
九
四
六
年
一
月
八
日
付
で
、

武
田
薬
品
工
業
は
交
易
営
団
に
対
し
て
、
保
管
し
て
い
た
阿
片
が
米
軍
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、

わ

れ
わ
れ
は
適
切
な
受
領
書
を
要
求
し
ま
し
た
が
、
受
領
書
と
同
様
の
も
の
を
得
る
こ
と
に
失
敗
し
ま
し
た
。
た
だ
単
に
『
物
資
は
適
切
に
受

領
し
た
。
必
要
あ
ら
ば
、
第
三
三
師
団
に
申
し
出
よ
』
と
兵
士
ら
に
命
令
さ
れ
た
だ
け
で
し
た
。」
と
報
告
し
て
い
る47

）。

武
田
薬
品
工
業
か
ら
報
告
を
受
け
た
交
易
営
団
は
、
一
九
四
六
年
一
月
一
〇
日
に
当
時
兵
庫
県
を
管
轄
し
て
い
た
第
三
一
軍
政
部
司
令
部

の
ウ
ェ
イ
ブ
ル
（W

eib
le

）
少
将
へ
事
実
の
照
会
を
行
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
交
易
営
団
神
戸
支
部
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
照
会
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を
行
っ
た
。

「
阿
片
の
引
き
渡
し
（
八
〇
箱：

三
、
八
六
六
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
件

光
栄
に
も
、
先
月
三
一
日
に
下
記
の
物
資
が
貴
下
の
軍
隊
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
貴
殿
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

阿
片
、
八
〇
箱
、
三
、
八
六
六
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
標
識
Ｍ

〔
…
〕
方
倉
庫

中
谷
村
広
根

兵
庫
県
川
辺
郡

〔
…
〕
上
記
の
物
資
が
、
問
題
と
な
っ
た
引
き
渡
し
の
際
に
同
行
し
て
い
た
下
記
の
名
前
の
将
校
に
よ
っ
て
適
切
に
搬
出
さ
れ
た
と
い

う
事
実
を
貴
殿
が
文
書
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
と
大
変
有
難
く
存
じ
ま
す
。

第
三
三
師
団
司
令
部

Ｐ
・
Ｆ
・
Ｃ
・
ラ
ル
フ
・
マ
ル
テ
ン
（R

a
lp
h M

a
rten

）
殿

ト
ラ
ッ
ク
車
両
番
号
三
三

一
二
三

一
、
Ｓ
Ｖ

一
七
、
Ｕ.
Ｓ.

Ａ.

四
九
四
八
五
〇48

）」

こ
れ
に
引
き
続
い
て
交
易
営
団
は
、
同
年
一
月
一
九
日
に
再
度
、
第
三
一
軍
政
部
に
対
し
て
同
様
の
内
容
の
照
会
を
行
っ
た49

）。
し
か
し
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
回
答
が
な
く
、
交
易
営
団
は
四
月
二
六
日
付
で
再
び
、
第
三
一
軍
政
部
に
最
初
に
送
付
し
た
一
月
一
〇
日
付
の
照
会
の

複
写
を
添
付
し
て
、
軍
政
部
に
事
実
の
照
会
を
行
っ
た50

）。

こ
う
し
た
な
か
、
つ
い
に
第
三
一
軍
政
部
司
令
部
か
ら
の
回
答
が
一
九
四
六
年
五
月
七
日
付
で
交
易
営
団
へ
届
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

八
〇
箱
の
阿
片
の
搬
出
に
関
し
て
、
調
査
が
終
わ
り
次
第
す
ぐ
に
、
阿
片
の
搬
出
に
関
す
る
確
認
書
を
交
易
営
団
に
送
付
す
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
た51

）。
そ
の
結
果
、
同
年
六
月
二
四
日
に
第
三
一
軍
政
部
司
令
部
か
ら
交
易
営
団
に
対
し
て
「
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
っ
て
受
領
さ
れ
た

八
〇
箱
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
い
う
内
容
の
確
認
書
が
送
付
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た52

）。
こ
う
し
て
一
九
四
五
年
一
二
月
三
一
日
に
ア
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メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
ナ
チ
阿
片
は
、
約
半
年
後
に
、
よ
う
や
く
第
三
一
軍
政
部
司
令
部
に
よ
っ
て
正
式
に
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
阿
片
八
〇
箱
は
、
そ
の
後
大
阪
造
幣
局
に
保
管
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
一
九
四

六
年
六
月
の
時
点
で
確
認
で
き
る
。
そ
も
そ
も
大
阪
造
幣
局
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
管
理
下
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
阿
片
の
他
、
金
や
銀
な
ど
の
貴

重
品
が
保
管
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る53

）。

三

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
財
産
管
理
局
か
ら
通
商
産
業
省
へ

（
一
）
通
商
産
業
省
と
阿
片

そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
ナ
チ
阿
片
は
大
阪
造
幣
局
に
保
管
さ
れ
た
後
、
一
体
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

押
収
さ
れ
た
ナ
チ
阿
片
は
、
し
ば
ら
く
は
大
阪
造
幣
局
に
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
九
四
八
年
七
月
二
一
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民

間
財
産
管
理
局
（C

iv
il P

ro
p
erty

 
C
u
sto
d
ia
n

）
が
調
査
し
た
時
点
で
は
、
大
阪
造
幣
局
の
記
録
に
は
ナ
チ
阿
片
に
関
す
る
受
領
記
録
等

は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る54

）。
そ
の
後
、
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
ナ
チ
阿
片
は
大
阪
の
大
日
本
製
薬
会
社
の
大
阪
プ
ラ
ン
ト
の

倉
庫
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
ナ
チ
阿
片
の
管
理
は
、
現
地
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
財
産
管
理
局
に
移
行
し
て
い
た
。
そ
う

し
た
な
か
で
一
九
五
〇
年
九
月
に
入
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
一
九
四
九
年
五
月
二
五
日
に
発
足
し
た
通
商
産
業
省55

）と
の
間
で
、
ナ
チ
阿
片
の
売
買

契
約
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
一
九
五
〇
年
二
月
七
日
に
、
厚
生
省
の
麻
薬
保
管
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
産
と
思
わ
れ
る
阿
片
八
四
、

四
八
六
・
九
グ
ラ
ム
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
返
還
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
二
月
二
八
日
付
で
オ
ラ
ン
ダ
の
賠
償
・
返
還
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代
表
団
は
こ
の
阿
片
の
買
い
取
り
を
通
商
産
業
省
に
直
接
要
求
し
た56

）。
そ
こ
で
、
通
商
産
業
省
は
四
月
一
一
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
経
済
科
学
局

（E
co
n
o
m
ic a

n
d
 
S
cien

tific S
ectio

n

）
に
オ
ラ
ン
ダ
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
許
可
を
求

め
た57

）。
そ
の
結
果
、
経
済
科
学
局
は
許
可
を
与
え
た
模
様
で
あ
り
、
六
月
三
日
に
は
、
阿
片
輸
入
の
契
約
書
の
草
案
が
通
商
産
業
省
か
ら
経

済
科
学
局
に
送
付
さ
れ
た58

）。

さ
ら
に
は
阿
片
二
一
、
一
四
六
・
四
一
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
モ
ル
ヒ
ネ
二
一
四
・
六
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
華
民
国
に
対
し
て
も
同
様
に
返
還

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
通
商
産
業
省
は
一
九
五
〇
年
五
月
一
二
日
に
阿
片
の
購
入
に
関
す
る
覚
書
を
中
国
使
節
団
に
送
っ
て
お
り
、
同

年
六
月
一
六
日
に
は
、
中
国
使
節
団
が
中
国
の
賠
償
・
返
還
代
表
団
の
代
理
と
し
て
こ
れ
を
承
諾
す
る
旨
を
伝
え
た59

）。
こ
う
し
て
、
通
商
産

業
省
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
中
華
民
国
か
ら
阿
片
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
商
業
勘
定
（S

C
A
P
 
C
o
m
m
ercia

l A
cco

u
n
t

）」
を
融
通
し
て
通
商
産
業
省
に
阿
片
を
購
入
さ
せ
る

予
定
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
当
時
の
通
商
産
業
省
は
法
的
に
外
貨
獲
得
の
た
め
の
予
算
割
当
が
な
く
、
自
ら
が
自
由
に
海
外
か
ら
輸
入
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
通
商
産
業
省
に
外
貨
を
直
接
割
り
当
て
る
か
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
予
算
を
新
た
に
組
む
か
、

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
商
業
勘
定
」
を
使
わ
せ
る
か
が
選
択
肢
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
で
議
論
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
商
業
勘
定
」
を
通

商
産
業
省
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
経
済
科
学
局
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た60

）。
こ
う
し
た
な
か
、
通
商
産
業
省
は
ナ
チ
阿
片
を

も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
購
入
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
五
〇
年
九
月
七
日
に
お
い
て
ナ
チ
阿
片
を
保
管
す
る
民
間
財
産
管
理
局
と
通
商
産
業
省
と
の
間
で
阿
片
の
売
買
契
約
の
概
要
が
既
に

作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
売
り
手
が
民
間
財
産
管
理
局
で
あ
り
、
買
い
手
が
通
商
産
業
省
で
あ
り
、
内
容
は
「
ド
イ
ツ
所
有

の
」
阿
片
「
三
八
六
六
・
四
〇
〇
」
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
金
額
は
五
三
、
二
七
八
・
九
九
米
ド
ル
（
円
換
算
で
一
九
、
一
八
〇
、
四
三
六
・
四
〇

円
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
買
い
手
は
契
約
品
を
取
得
し
た
日
か
ら
一
五
日
以
内
に
売
り
手
に
対
し
て
、
米
ド
ル
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
に

銀
行
手
形
を
振
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た61

）。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
戦
時
中
に
お
い
て
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
か
ら
交
易
営
団
に
引
き
渡
さ
れ
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た
阿
片
が
、

ド
イ
ツ
所
有
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
の
阿
片
は
交
易
営
団
所
有
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め

こ
の
阿
片
は
、
阿
片
・
麻
薬
の
取
締
に
関
す
る
一
連
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
の
指
令
に
基
づ
い
て
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
一
九
五
〇
年
九
月
の
時
点
で
は
、
日
本
側
の
所
有
で
は
な
く
、

ド
イ
ツ
所
有
」
と
み
な
さ
れ
、
い
わ
ば
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
阿
片
は
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

戦
時
中
確
か
に
ナ
チ
阿
片
は
交
易
営
団
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
は
ナ
チ
阿
片
の
代
金
は
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
側
に
は
支
払
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た62

）。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
阿
片
は
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
の
所
有
と
み
な
さ
れ
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ナ
チ
阿
片
は
、
日
本
国
内
の
ド
イ
ツ
在
外
財
産
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。

そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
在
外
財
産
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
三
〇
日
に
出
さ
れ
た
連
合
国
管
理
理
事
会
法
第
五
号
（A

llied
 
C
o
n
tro
l C

o
u
n
-

cil L
a
w
 
N
o
.5

）
の
適
用
を
受
け
た
。
同
法
は
、
ド
イ
ツ
政
府
と
ナ
チ
党
の
指
導
者
及
び
組
織
と
い
う
特
別
な
範
疇
に
該
当
す
る
も
の
の
財

産
を
没
収
及
び
差
し
押
さ
え
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
し
か
し
同
法
は
一
九
三
九
年
以
降
に
ド
イ
ツ
国
外
に
居
住
し
た
ド
イ
ツ
人
個
人
に
は
適

用
さ
れ
な
か
っ
た63

）。
そ
の
一
方
で
同
法
は
、
管
理
理
事
会
内
に
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ソ
連
の
占
領
軍
の
代
表
か
ら
な
る

ド
イ
ツ
在
外
財
産
委
員
会
（G
erm

a
n E

x
tern

a
l P
ro
p
erties C

o
m
m
issio

n

）
を
設
置
し
、
ド
イ
ツ
国
民
及
び
ド
イ
ツ
の
法
人
の
ド
イ
ツ

国
外
の
財
産
は
当
該
委
員
会
に
帰
属
す
る
と
定
め
て
い
た
。
そ
の
際
、
管
理
理
事
会
法
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
と
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
所
有
と

み
な
さ
れ
た
ナ
チ
阿
片
は
「
ド
イ
ツ
国
の
法
令
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
も
し
く
は
ド
イ
ツ
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人
そ
の

他
の
団
体
に
よ
り
所
有
ま
た
は
支
配
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
国
外
に
あ
る
財
産
」
に
該
当
し
た
。
そ
の
後
、
管
理
理
事
会
法
第
五
号
は
改
正
さ

れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
一
九
四
六
年
に
五
月
一
〇
日
に
ド
イ
ツ
在
外
財
産
委
員
会
規
則
第
一
号
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
に
よ
る
と
、
ド

イ
ツ
国
外
に
あ
る
財
産
は
、
そ
の
財
産
を
所
有
ま
た
は
支
配
す
る
者
が
、

好
ま
し
い
（u

n
o
b
jectio

n
a
b
le

）
ド
イ
ツ
人
」
で
あ
る
か
、
ま

た
は
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
た
国
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
を
除
い
て
、
す
べ
て
ド
イ
ツ
在
外
財
産
委
員
会
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
っ
た64

）。
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こ
う
し
た
な
か
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
三
日
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

二
〇
五
一
、
す
な
わ
ち
「
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
国
民
、
連
合
王
国
国
民
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
国
民
が
、
日
本
国
内
の
旧
ド
イ
ツ
財
産
の
あ
る
種
の
分
類
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
の
通
知

（N
o
tifica

tio
n th

a
t th

e U
n
ited S

ta
tes,

U
n
ited K

in
g
d
o
m
 
a
n
d F

ra
n
ce a

re O
w
n
ers o

f C
erta

in C
a
teg

o
ries o

f F
o
rm
er

 
G
erm

a
n P

ro
p
erty in Ja

p
a
n

）」
に
関
す
る
覚
書65

）を
出
し
、
日
本
国
内
の
あ
る
種
の
分
類
の
ド
イ
ツ
在
外
財
産
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

イ
ギ
リ
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
三
カ
国
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
三
カ
国
の
受
託
者
と
し
て
ド
イ
ツ
在
外
財
産
の
所
有

権
及
び
管
理
権
を
行
使
す
る
権
限
を
有
す
る
旨
、
通
告
し
た
の
で
あ
る66

）。
そ
れ
故
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
三
カ
国
の
受
託
者
と
し
て
、

ド
イ
ツ
在
外
財
産
で
あ
る
ナ
チ
阿
片
の
所
有
権
及
び
管
理
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
財
産
管
理
局
か
ら
通
商
産
業
省
へ

以
上
の
よ
う
に
ナ
チ
阿
片
は
、
日
本
国
内
の
ド
イ
ツ
在
外
財
産
と
し
て
み
な
さ
れ
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
の
所
有
権
及
び
管
理
権
下
に

あ
っ
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
在
外
財
産
の
ナ
チ
阿
片
を
通
商
産
業
省
は
、
結
局
、
厚
生
省
の
医
薬
品
購
入
予
算
を
使
っ
て
民
間
財
産
管
理
局
か
ら

購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た67

）。
そ
の
際
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
通
商
産
業
省
と
の
ナ
チ
阿
片
の
売
買
契
約
を
、
一
九
四
七
年
六
月
二
八
日
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｎ

四
〇
五
五

Ａ
の
「
日
本
に
お
け
る
麻
薬
製
造
に
関
す
る
許
可
（A

u
th
o
riza

tio
n to M

a
n
u
fa
ctu

re N
a
rco

tics in

68
）

Ja
p
a
n

）」
に
基

づ
い
て
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
に
正
式
に
承
認
し
た69

）。
こ
う
し
て
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
三
日
に
ナ
チ
阿
片
の
売
買
契
約
が
連
合
国

軍
最
高
司
令
官
代
理
と
日
本
政
府
代
理
の
通
商
産
業
省
と
の
間
で
正
式
に
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

契
約
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
契
約
書
は
英
文
で
書
か
れ
、
契
約
の
タ
イ
ト
ル
は
「
輸
入
契
約
」
と
さ
れ
て
い
る
。
レ
タ
ー
ヘ
ッ

ド
は
「
通
商
産
業
省
・
日
本
政
府
代
理
」
と
記
載
さ
れ
、
宛
先
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
財
産
管
理
局
で
あ
っ
た
。
契
約
番
号
は
「
一
三
四
一
」
で

あ
る
。

輸
入
契
約
」
の
対
象
は
「
生
阿
片
」
と
明
記
さ
れ
、
買
い
手
が
日
本
政
府
代
理
で
あ
る
通
商
産
業
省
、
売
り
手
は
民
間
財
産
管
理

（81-３- ）221 67
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局
で
あ
る
。
売
買
さ
れ
る
生
阿
片
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

モ
ル
ヒ
ネ
含
有
率
一
〇
・
六
％
の
生
阿
片
三
八
六
六
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
明
記

さ
れ
、

上
記
の
生
阿
片
は
、
ド
イ
ツ
所
有
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
日
本
国
大
阪
の
大
日
本
製
薬
会
社
の
大
阪
プ
ラ
ン
ト
の
倉
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
納
品
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

納
品
は
で
き
る
だ
け
早
く
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
九
五
〇

年
一
〇
月
三
一
日
以
降
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
支
払
い
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

買
い
手
は
売
り
手
に
対
し

て
、〔
…
〕
総
額
五
三
、
二
七
八
・
九
九
（
Ｕ
Ｓ
ド
ル
）
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
に
振
り
出
さ
れ
た
銀
行
手
形
で
、
支
払
う
こ
と
と
す

る
。」
と
さ
れ
た
。
こ
の
契
約
書
に
は
、
三
名
に
よ
っ
て
署
名
が
な
さ
れ
て
お
り
、
右
下
に
通
商
産
業
省
の
代
表
と
し
て
「
Ｔ
・
イ
ト
ウ

（T
.
Ito
h

）」
の
署
名
が
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
七
日
付
で
な
さ
れ
て
い
る
。
左
下
に
は
民
間
財
産
管
理
局
の
代
表
と
し
て
「
Ｅ
・
Ｄ
・
ミ

ラ
ー
（E

.
D
.
M
iller

）」
に
よ
る
署
名
が
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
付
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
す
ぐ
下
に
は
こ
の
契
約
を
承
認
す
る

も
の
と
し
て
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
の
名
の
下
、
経
済
科
学
局
の
外
国
貿
易
課
長
で
あ
る
「
Ｒ
・
Ｗ
・
ヘ
イ
ル
（R

.
W
.
H
a
le

）」
に
よ

る
署
名
が
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
三
日
付
で
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
付
が
こ
の
契
約
の
成
立
日
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た70

）。

こ
う
し
て
ナ
チ
阿
片
の
売
買
契
約
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
通
商
産
業
省
と
の
間
で
正
式
に
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
ナ
チ
阿
片
の
売
上
金
の
ゆ
く
え

阿
片
の
「
輸
入
受
領
書
」
が
一
九
五
〇
年
一
一
月
八
日
付
で
通
商
産
業
省
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
財
産
管
理
局
宛
に
送
付
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
、
冒
頭
で
「
一
九
五
〇
年
一
一
月
八
日
に
日
本
国
大
阪
の
大
日
本
製
薬
会
社
の
大
阪
プ
ラ
ン
ト
の
倉
庫
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
╱
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
民
間
財

産
管
理
局
か
ら
日
本
政
府
に
よ
っ
て
受
領
さ
れ
た
」
生
阿
片
と
し
て
「
三
、
八
六
六
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
記
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
外
国

為
替
に
よ
る
価
格
「
五
三
、
二
七
八
・
九
九
ド
ル
」
が
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、

上
記
の
品
物
を
記
述
さ
れ
た
通
り
の
量
並
び
に
状
態

の
ま
ま
受
領
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
証
明
致
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
、

Ｔ
・
ヤ
ス
カ
ワ
（T

.
Y
a
su
k
a
w
a

）」
の
署
名
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
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た71
）。Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
民
間
財
産
管
理
局
か
ら
一
一
月
八
日
に
ナ
チ
阿
片
を

契
約
通
り
受
領
し
た
通
商
産
業
省
は
、
受
領
し
て
一
五
日
以
内
に
、

指
定
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
に
五
三
、
二
七
八
・
九
九
米

ド
ル
の
銀
行
手
形
を
振
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

場
合
、
通
商
産
業
省
が
銀
行
手
形
を
振
り
出
す
よ
う
に
指
定
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
と
は
「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
商
業
勘
定
」
が
あ
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

（N
a
tio
n
a
l C
ity B

a
n
k o

f N
ew
 
Y
o
rk

）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
も
そ
も
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
三
日
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｎ

二
〇
五
一
以
降
、
米
英
仏
三
カ
国
の
受
託
者
で
あ
る
連
合
国

軍
最
高
司
令
官
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
か
つ
管
理
さ
れ
て
い
た
ド
イ

ツ
在
外
財
産
は
売
却
さ
れ
た
後
、
そ
の
売
上
金
額
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
シ
テ
ィ
ー
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
米
英

仏
の
「
三
カ
国
受
託
勘
定
（T

rip
a
rtite T

ru
stee A

cco
u
n
t

）」

に
預
金
さ
れ
て
い
た72

）。

三
カ
国
受
託
勘
定
」
は
、
管
理
理
事
会

法
第
五
号
の
趣
旨
の
範
囲
内
で
の
か
つ
て
の
個
人
、
会
社
及
び
政

府
機
関
が
所
有
す
る
資
産
と
か
か
る
人
及
び
機
関
が
所
有
す
る
財

産
の
完
売
か
ら
生
ず
る
売
上
金
額
か
ら
成
っ
て
い
た
。
特
に
ド
ル
、

史料１

「 25年12月21日

小切手番號

第LD398號

領 収 書

￥ 19,236,379.33 圓

但し Tripartite Trustee Dollar s/c
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Manager’s Check米貨五万参千 百七拾八弗

九拾九仙也の圓貨代り金

昭和廿二
ママ
年十二月廿一日

受取人 株式會社東京銀行本店営業部

部長代理

與 田 信 一 印

厚生省支出官殿 」

出典：「株式会社東京銀行本店営業部部長代理與田信一より厚生省支出官宛領収書、昭和

25年12月21日（COPY）」GHQ/SCAP, Records, Economic and Scientific Section,

Restituted Opium,Civil Property Custodian-Germany,Feb.1950-Dec.1950,ESS(B)-

04491（マイクロフィッシュ請求番号)：国立国会図書館憲政資料室蔵。
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ポ
ン
ド
及
び
円
勘
定
の
総
額
は
、
一
九
五
〇
年
四
月
一
日
の
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
九
万
八
〇
〇
〇
ド
ル
、
一
四
〇
〇
ポ
ン
ド
及
び
一
億

一
二
三
〇
万
円
で
あ
っ
た73

）。
こ
う
し
て
ナ
チ
阿
片
の
売
上
金
は
、
米
ド
ル
の
銀
行
手
形
で
連
合
国
軍
最
高
司
令
長
官
が
受
託
者
と
し
て
管
理

す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
三
カ
国
受
託
勘
定
（
ド
ル
）

T
rip
a
rtite

 
T
ru
stee

 
A
cco

u
n
t

﹇D
o
lla
rs

﹈）」
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

事
実
、
ナ
チ
阿
片
の
売
上
金
は
、
厚
生
省
か
ら
東
京
銀
行
を
介
し
て
、

三
カ
国
受
託
勘
定
（
ド
ル
）」
に
支
払
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
一
日
付
の
厚
生
省
支
出
官
宛
の
東
京
銀
行
発
行
の
領
収
書
（
写
し
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

史
料
１
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て
の
ナ
チ
阿
片
は
、
一
九
五
〇
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
財
産
管
理
局
か
ら
通
商
産
業

省
へ
と
売
り
渡
さ
れ
、
そ
の
購
入
代
金
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
管
理
す
る
「
三
カ
国
受
託
勘
定
（
ド
ル
）」

史
料
１
で
は
、“T

rip
a
r-

tite T
ru
stee D

o
lla
r s /c”

と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
へ
と
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
交
易
営
団
か
ら
押
収
し
た
ナ
チ

阿
片
を
厚
生
省
の
予
算
を
通
じ
て
通
商
産
業
省
に
買
わ
せ
、
そ
の
カ
ネ
は
実
質
的
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
に
渡
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お

わ

り

に

以
上
が
、
戦
中
・
戦
後
に
お
け
る
阿
片
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
、

満
洲
国
」、
日
本
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
始
め
と
し
た
欧
亜
関
係
の
一
断
面
で
あ
る
。

ナ
チ
阿
片
は
、
そ
も
そ
も
「
満
」
独
協
定
に
基
づ
い
て
「
満
洲
国
」
か
ら
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
へ
輸
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
戦
末
期
に

お
い
て
、
ド
イ
ツ
本
国
へ
の
戦
時
物
資
の
輸
送
が
困
難
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
は
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て
八
回
に
渡
り
、
日
本
に
売
り
渡
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
後
も
、
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
代
表
の
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
は
、
在
日
ド
イ
ツ
人
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
ゲ
ス

商
会
の
駐
日
代
表
で
あ
る
ヴ
ォ
イ
ト
や
そ
の
実
務
を
代
行
し
た
ウ
ム
バ
ウ
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
滞
貨
を
交
易
営
団
に
引
き
渡
す
契
約
を
結
ん
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で
い
た
。
そ
の
な
か
で
阿
片
も
ド
イ
ツ
滞
貨
と
し
て
日
本
に
譲
渡
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
降
伏
後
、

満
洲
国
」
と
日
本
に
お
け
る
ナ
チ
阿
片
は
奉
天
の
阿
片
専
用
の
特
別
倉
庫
と
神
戸
の
保
税
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た

が
、
奉
天
の
阿
片
一
〇
ト
ン
は
、
在
「
満
」
の
関
東
軍
が
引
き
受
け
、

防
衛
分
散
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
戸
に
保
管
さ
れ
た
阿
片

四
ト
ン
は
、
大
東
亜
省
の
指
示
の
下
、
ロ
ー
ゲ
ス
商
会
と
交
易
営
団
と
の
間
で
売
買
契
約
が
な
さ
れ
、
交
易
営
団
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

日
本
降
伏
後
、
こ
の
ナ
チ
阿
片
は
神
戸
三
井
信
庫
の
倉
庫
か
ら
兵
庫
県
川
辺
郡
中
谷
村
広
根
の
個
人
所
有
の
倉
庫
に
移
送
さ
れ
た
が
、
そ

の
際
交
易
営
団
に
よ
っ
て
武
田
薬
品
工
業
に
阿
片
の
輸
送
と
保
管
が
委
託
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
六
日
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
は
、

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

九
八
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
対
し
て
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
全
麻
薬
の
製
造
と
消
費
量
全
体
を
示
す
統
計
を
報
告
す
る
よ
う
に

命
じ
た
。
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
一
二
日
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

一
三
〇
及
び
一
一
月
二
日
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

二
二
九
に
よ
っ
て
、
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
だ
け
が
全
麻
薬
の
移
動
、
売
買
、
使
用
、
処
分
の
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
同
年
一
〇
月
一
六
日
付
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら

「
阿
片
及
び
麻
薬
の
製
造
販
売
禁
止
規
則
」
に
関
す
る
指
令
が
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
同
年
一
二
月
三
一
日
に
ナ
チ
阿
片
が
、
ア
メ
リ

カ
陸
軍
第
三
三
師
団
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
。
阿
片
は
大
阪
の
造
幣
局
に
移
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
日
本
製
薬
会
社
の
大
阪
プ
ラ
ン
ト
の
倉
庫

に
保
管
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
一
〇
月
一
三
日
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

二
〇
五
一
を
出
し
、
ド
イ
ツ
在
外
財
産
は
米
英
仏
の
三
カ
国

に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
三
カ
国
の
受
託
者
と
し
て
ド
イ
ツ
在
外
財
産
の
所
有
権
及
び
管
理
権
を
行
使
す
る
権
限
を

有
す
る
旨
を
通
告
し
た
。
こ
の
権
限
に
依
拠
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
ナ
チ
阿
片
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
交
易
営
団
は
ロ
ー
ゲ
ス

商
会
に
対
し
て
ナ
チ
阿
片
の
代
金
を
支
払
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
ナ
チ
阿
片
は
ド
イ
ツ
在
外
財
産
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五

〇
年
九
月
に
入
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
通
商
産
業
省
と
の
間
で
、
ナ
チ
阿
片
の
売
買
契
約
が
持
ち
上
が
っ
た
。
結
局
、
通
商
産
業
省
は
厚
生
省
の

医
薬
品
購
入
予
算
を
利
用
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
財
産
管
理
局
か
ら
ナ
チ
阿
片
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
三
日
に
は

つ
い
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
財
産
管
理
局
と
通
商
産
業
省
と
の
間
で
ナ
チ
阿
片
の
売
買
契
約
が
成
立
し
た
。
こ
う
し
て
ナ
チ
阿
片
は
通
商
産
業
省
へ
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と
売
り
渡
さ
れ
た
。
そ
の
購
入
代
金
五
三
、
二
七
八
・
九
九
米
ド
ル
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
管
理
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
・
バ

ン
ク
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
三
カ
国
受
託
勘
定
（
ド
ル
）」
へ
東
京
銀
行
を
通
じ
て
支
払
わ
れ
た
。
結
局
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
交
易
営
団
か
ら

押
収
し
た
ナ
チ
阿
片
を
ド
イ
ツ
在
外
財
産
と
し
て
厚
生
省
の
予
算
を
通
じ
て
通
商
産
業
省
に
買
わ
せ
、
そ
の
カ
ネ
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

が
管
理
す
る
口
座
に
渡
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
戦
末
期
に
お
い
て
「
満
」
独
協
定
に
基
づ
い
て
「
満
洲
国
」
か
ら
輸
入
さ
れ
た
ナ
チ
阿
片
の
一
部
は
、
ド
イ
ツ
滞
貨

と
し
て
交
易
営
団
に
引
き
渡
さ
れ
、
大
戦
終
了
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
、
最
終
的
に
ド
イ
ツ
在
外
財
産
と
し
て
通
商
産
業
省
に
よ
っ

て
購
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ナ
チ
阿
片
の
売
上
金
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
管
理
す
る
口
座
に
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
口
座
に
支
払
わ
れ
た
カ
ネ
が
そ
の
後
一
体
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
の
追
究
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

１
）

熊
野
直
樹
「
バ
タ
ー
・
マ
ー
ガ
リ
ン
・
満
洲
大
豆
｜
世
界
大
恐
慌
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
通
商
政
策
の
史
的
展
開
｜
」
熊
野
直
樹
・
柴
尾
健
一
・
山
田
良

介
・
中
島
琢
磨
・
北
村
厚
・
金
哲
『
政
治
史
へ
の
問
い
╱
政
治
史
か
ら
の
問
い
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
一
〜
一
七
二
頁
。
大
戦
期
に
お
け
る

「
満
洲
国
」
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
阿
片
交
易
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
「
満
」
独
通
商
関
係
｜
満
洲
大
豆
か
ら
阿
片
へ
｜
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

２
）

ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
は
、
一
九
四
一
年
の
来
日
当
初
は
、D

eu
tsch

e W
irtsch

a
ftsd

eleg
a
tio
n

と
称
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、D

eu
tsch

e D
ele-

g
a
tio
n fu

r W
irtsch

a
ftsv

erh
a
n
d
lu
n
g
en in O

sta
sien

（
在
東
ア
ジ
ア
ド
イ
ツ
経
済
交
渉
使
節
団
）
と
改
称
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
側
で
は
引
き

続
き
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
本
論
で
も
便
宜
上
、
ド
イ
ツ
経
済
使
節
団
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

３
）

例
え
ば
、
児
玉
誉
士
夫
の
阿
片
マ
ネ
ー
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
の
記
事
を
参
照
。

「
さ
ら
に
近
衛
連
隊
所
属
だ
っ
た
あ
る
元
陸
軍
関
係
者
は
、
当
時
、
児
玉
か
ら
こ
う
聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。

『
天
皇
陛
下
の
訴
追
を
免
れ
る
た
め
に
、
東
條
（
英
機
）
先
生
は
自
分
の
命
を
差
し
出
し
た
が
、
自
分
は
カ
ネ
を
差
し
出
し
た
。
た
ぶ
ん
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
選
挙
資
金
に
で
も
使
わ
れ
た
は
ず
だ
』

〔
…
〕
謎
は
結
局
、
児
玉
と
ア
メ
リ
カ
軍
政
部
の
〞
目
に
見
え
な
い
糸
〝
に
行
き
着
く
。」

ニ
ッ
ポ
ン
戦
後
史
の
謎
第
五
回

初
公
開

〞
昭
和
の
黒
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論 説



幕
〝
児
玉
誉
士
夫
の
尋
問
調
書
全
文
」『
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
』
一
九
九
八
年
一
二
月
一
八
日
号
、
六
一
頁
。）
因
み
に
初
公
開
と
さ
れ
る
児
玉
の
尋
問
調
書
は
、

既
に
一
九
九
三
年
に
粟
屋
憲
太
郎
・
吉
田
裕
（
編
集
・
解
説
）『
国
際
検
察
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
尋
問
調
書
』
第
二
五
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年

に
収
録
さ
れ
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

４
）

C
h
a
p
m
a
n
,
Jo
h
n W

.M
.:
U
ltra

n
a
tio
n
a
lism

 
in G

erm
a
n
-Ja
p
a
n
ese R

ela
tio
n
s,
1930

45.
F
ro
m
 
W
en
n
ek
er to S

a
sa
k
a
w
a
,
K
en
t:

G
lo
b
a
l O

rien
ta
l,
2011,

p
.150.

５
）

例
え
ば
、
戦
争
経
済
史
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ナ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
以
降
、
生
ゴ
ム
は
も
は
や
輸
入
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、

合
成
ゴ
ム
の
増
産
に
よ
っ
て
ゴ
ム
不
足
は
解
消
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（P

etzin
a
,
D
ieter:

A
u
ta
rk
iep
o
litik im

 
D
ritten R

eich
.
D
er n

a
tio
n
a
l-

so
zia
listisch

e V
ierja

h
resp

la
n
,
S
tu
ttg
a
rt 1968,

S
.191

）。
そ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
大
戦
中
、
ド
イ

ツ
が
東
ア
ジ
ア
か
ら
生
ゴ
ム
を
始
め
必
要
物
資
を
依
然
と
し
て
輸
入
し
て
い
た
事
実
が
完
全
に
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ナ
の
観
点

は
、
ド
イ
ツ
側
の
戦
争
経
済
史
研
究
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

６
）

‘S
ta
a
tsra

t W
O
H
L
T
A
T

﹇sic!

﹈(U
S
A
 
ed
u
ca
ted

)’

前
掲
『
国
際
検
察
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
尋
問
調
書
』
第
四
二
巻
、
五
九
頁
。

７
）

以
上
の
叙
述
は
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
「
一
九
三
八
年

三
九
年
ニ
於
ケ
ル
ド
イ
ツ
ノ
南
極
探
検
」
日
独
出
版
協
会
『
ド
イ
ツ
』
一
九
四

一
年
八
月
上
旬
号
、
六
八
頁
に
よ
る
。

８
）

尾
上
正
男
『
独
ソ
不
可
侵
条
約
論
』
有
信
堂
、
一
九
六
二
年
、
二
五
三
〜
二
五
八
頁
。

９
）

D
rew

s,
Jo
a
ch
im
:
D
ie
,,N
a
zi-B

o
h
n
e“.

A
n
b
a
u
,
V
erw

en
d
u
n
g
 
u
n
d
 
A
u
sw
irk
u
n
g
 
d
er S

o
ja
b
o
h
n
e
 
im
 
D
eu
tsch

en
 
R
eich

 
u
n
d

 
S
u
d
o
steu

ro
p
a
(1933

1945),
M
u
n
ster 2004,

S
.232,

A
n
m
.170.

10
）

E
b
en
d
a
.

外
務
省
情
報
部
『
國
際
月
報
』
第
三
九
号
（
自
五
月
上
旬
至
六
月
上
旬
）、
昭
和
一
五
年
八
月
二
五
日
、
二
五
頁
。

11
）

‘F
IL
E
 
N
O
.:334.

R
ep
o
rt b

y L
.H
.B
a
rn
a
rd
.
R
E
:
S
ta
a
tsra

t W
O
H
L
T
A
T
(sic!),

D
A
T
E
:18 Ja

n
u
a
ry 1946’

前
掲
『
国
際
検
察
局
（
Ｉ

Ｐ
Ｓ
）
尋
問
調
書
』
第
四
二
巻
、
六
三
頁
。

12
）

‘R
E
P
O
R
T
 
O
F IN

T
E
R
R
O
G
A
T
IO
N
 
o
f H

E
L
M
U
T
H
 
W
O
H
L
T
H
A
T
’

前
掲
『
国
際
検
察
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
尋
問
調
書
』
第
四
二
巻
、
六
五

頁
。
ド
イ
ツ
潜
水
艦
史
の
専
門
家
で
あ
る
ミ
ラ
ー
は
、
一
九
四
一
年
一
月
か
ら
一
九
四
三
年
一
二
月
の
期
間
中
に
二
一
隻
の
封
鎖
突
破
船
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
極
東
へ
発
航
し
、
一
五
隻
が
日
本
に
五
六
、
〇
〇
〇
ト
ン
供
給
し
、
逆
方
向
の
交
通
は
三
五
隻
か
ら
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
到
着
し
た
の
は
、
一
六

隻
で
一
一
〇
、
八
〇
〇
ト
ン
を
も
た
ら
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
で
ヴ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
の
見
解
と
大
体
一
致
す
る
。
因
み
に
、
貨
物
の
内
容
は
ミ

ラ
ー
に
よ
る
と
、
油
脂
四
九
、
〇
〇
〇
ト
ン
、
ゴ
ム
四
四
、
〇
〇
〇
ト
ン
、
各
種
金
属
四
、
八
〇
〇
ト
ン
、
混
載
貨
物
一
三
、
〇
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
と

い
う
。
ミ
ラ
ー
は
ま
た
、
ド
イ
ツ
側
は
ゴ
ム
あ
る
い
は
ビ
ス
マ
ス
、
セ
レ
ニ
ウ
ム
、
セ
シ
ウ
ム
と
い
っ
た
金
属
類
、
キ
ニ
ー
ネ
や
阿
片
な
ど
医
療
品
を
求

め
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。M

iller,
D
a
v
id
:
U
-B
o
a
ts.

T
h
e Illu

stra
ted

 
H
isto

ry
 
o
f th

e R
a
id
ers o

f th
e D

eep
,
W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
.:
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B
ra
ssey

’s,
2000,p

.160:

Ｄ
・
ミ
ラ
ー
、
岩
重
多
四
郎
訳
『
Ｕ
ボ
ー
ト
総
覧
｜
図
で
見
る
「
深
淵
の
刺
客
た
ち
」
発
達
史
｜
』
大
日
本
絵
画
、
二
〇
〇
一

年
、
一
五
六
頁
。

13
）

‘R
E
P
O
R
T
 
O
F IN

T
E
R
R
O
G
A
T
IO
N
 
o
f H

E
L
M
U
T
H
 
W
O
H
L
T
H
A
T
’

前
掲
『
国
際
検
察
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
尋
問
調
書
』
第
四
二
巻
、
六
五

頁
。

14
）

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
、
佐
藤
眞
知
子
訳
『
戦
時
下
の
ド
イ
ツ
大
使
館
｜
あ
る
駐
日
外
交
官
の
証
言
｜
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
、
七

八
頁
。

15
）

‘R
E
P
O
R
T
 
O
F IN

T
E
R
R
O
G
A
T
IO
N
 
O
F A

L
F
R
E
D K

R
E
T
S
C
H
M
E
R
’

前
掲
『
国
際
検
察
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
尋
問
調
書
』
第
五
〇
巻
、
三
八

三
頁
。

16
）

同
書
、
三
八
四
頁
。

17
）

‘R
E
P
O
R
T
 
O
F
 
IN
T
E
R
R
O
G
A
T
IO
N
 
o
f P

A
U
L
 
W
E
N
N
E
K
E
R
,
A
D
M
IR
A
L
,
G
E
R
M
A
N
 
N
A
V
Y
,
N
A
V
A
L
 
A
T
T
A
C
H
E
,

G
E
R
M
A
N
 
E
M
B
A
S
S
Y
 
IN
 
JA
P
A
N
’

前
掲
『
国
際
検
察
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
尋
問
調
書
』
第
五
〇
巻
、
三
九
〇
頁
。

18
）

S
U
B
JE
C
T
:
C
ertifica

tio
n R

ep
o
rt o

n V
estib

le A
ssets o

f R
O
G
E
S a

lso k
n
o
w
n a

s T
h
e R

eich O
ffice fo

r E
co
n
o
m
ic S

a
les a

n
d

 
R
o
h
sto
ff H

a
n
d
elsg

esellsch
a
ft G

.m
.b
.H
.
(R
a
w
 
M
a
teria

l T
ra
d
in
g C

o
.,
L
td
),
21 N

o
v
em
b
er 1951,

p
.1,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
R
eco

rd
s,

o
ffice o

f C
iv
il P

ro
p
erty C

u
sto
d
ia
n
,
R
o
g
es
(G
.m
.b
.H
.)
(H
a
n
s U

m
b
h
a
u
)
M
a
y 1945

Ja
n
.
1946,

C
P
C
40734

（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
請

求
番
号
）：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

19
）

リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
柳
澤
治
『
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
資
本
主
義
｜
日
本
の
モ
デ
ル
へ
｜
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
、
第
一
部
第
五
章
、

特
に
一
七
七
頁
以
下
を
参
照
。

20
）

Ib
id
.,
p
.1.

21
）

Ib
id
.,
p
.2.

22
）

Ib
id
.,
p
.3.

23
）

昭
和
二
十
六
年
四
月
十
四
日
神
戸
地
方
検
察
庁
検
事
正
川
又
甚
一
郎

Ｃ
Ｐ
Ｃ
御
中
旧
ド
イ
ツ
人
所
有
錫
の
不
正
処
分
に
関
す
る
通
報
」G

H
Q
/

S
C
A
P
,
R
eco

rd
s,
o
ffice o

f C
iv
il P

ro
p
erty C

u
sto
d
ia
n
,
H
a
n
s U

m
b
h
a
u

P
ro
p
erty A

d
m
in
istra

ted b
y H

a
n
s U

m
b
h
a
u
,
L
isted b

y
 

Item
(R
o
g
es
&
O
th
ers),

#
3,
1945 /09

1951 /10,
C
P
C
40726 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

24
）

以
上
の
叙
述
は
、
鴨
井
一
司
「
戦
時
貿
易
統
制
に
お
け
る
交
易
営
団
の
役
割
」
原
朗
・
山
崎
志
郎
編
『
戦
時
日
本
の
経
済
再
編
成
』
日
本
経
済
評
論

社
、
二
〇
〇
六
年
、
八
六
、
一
〇
六
頁
並
び
に
山
本
有
造
『

大
東
亜
共
栄
圏
」
経
済
史
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
九
頁
に
よ

る
。
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25
）

,W
o
h
lth
a
t a
n S

h
ib
u
za
w
a a

m
 
16.

M
a
i 1945‘

「
３.

対
独
諸
条
約
に
対
す
る
措
置
」

外
務
省
外
交
史
料
館
Ａ

七

〇

〇
）
所
収：

ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
（JA

C
A
R

）
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
（R

ef.

）﹇B
02032982200

﹈.

26
）

E
b
en
d
a
.

27
）

,W
o
h
lth
a
t a
n S

h
ib
u
za
w
a a

m
 
17.

M
a
i 1945‘

「
３.

対
独
諸
条
約
に
対
す
る
措
置
」
所
収：

JA
C
A
R
 
R
ef.

﹇B
02032982200

﹈.

28
）

,W
o
h
lth
a
t a
n S

h
ib
u
za
w
a a

m
 
21.

M
a
i 1945‘

「
３.

対
独
諸
条
約
に
対
す
る
措
置
」
所
収：

JA
C
A
R
 
R
ef.

﹇B
02032982200

﹈.

29
）

,W
o
h
lth
a
t a
n M

in
isteria

ld
irek

to
r a
m
 
3.
Ju
li 1945‘

「
３.

対
独
諸
条
約
に
対
す
る
措
置
」
所
収：

JA
C
A
R
 
R
ef.

﹇B
02032982400

﹈.

30
）

日
本
帝
国
主
義
侵
華

案
資
料
選
編
『
東
北
経
済
掠
奪
』
北
京
、
中
華
書
房
、
一
九
九
一
年
、
八
一
九
頁
、
馬
模
貞
主
編
『
中
国
禁
毒
史
資
料
一
七

二
九
年

一
九
四
九
年
』
天
津
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
五
二
〇
頁
。

31
）

澁
澤
信
一
よ
り
ウ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
宛
書
簡
」

一
九
四
五
年
六
月
七
日
）

３.

対
独
諸
条
約
に
対
す
る
措
置
」
所
収：

JA
C
A
R
 
R
ef.

﹇B
02032982300

﹈.

32
）

軍
務
課
江
川
少
佐
よ
り
戦
時
経
済
局
第
二
課
長
宛
書
簡
」

一
九
四
五
年
六
月
一
五
日
）

３.

対
独
諸
条
約
に
対
す
る
措
置
」
所
収：

JA
C
A
R

 
R
ef.

﹇B
02032982300

﹈.

33
）

T
h
e L

ist o
f G

erm
a
n S

to
ck
p
iles rep

o
rted b

y R
O
G
E
S fo

llo
w
s,
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40734 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

34
）

L
ist o

f G
erm

a
n
 
S
to
ck
p
iles,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
R
eco

rd
s,
o
ffice

 
o
f C

iv
il P

ro
p
erty

 
C
u
sto
d
ia
n
,
R
o
g
es

(G
.m
.b
.H
.)
(H
a
n
s

 
U
m
b
h
a
u
),
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

35
）

In
v
estig

a
tio
n o

n O
p
iu
m
(80 ca

ses,
w
eig
h
in
g 3.866.4 K

g
s),
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

36
）

P
O
S
IT
IO
N
 
O
F
 
T
O
T
A
L
 
C
A
R
G
O
 
H
E
L
D
 
IN
 
JA
P
A
N
 
B
Y
 
H
A
N
S
 
U
M
B
H
A
U
,
V
A
L
U
E
 
U
N
K
N
O
W
N
 
A
S
 
O
F
 
20T

H
 

S
E
P
T
E
M
B
E
R
 
1945,

G
H
Q
/S
C
A
P
,
R
eco

rd
s,
o
ffice o

f C
iv
il P

ro
p
erty C

u
sto
d
ia
n
,
H
a
n
s U

m
b
h
a
u

D
u
p
lica

te P
a
p
er,

M
a
y 1942

F
eb
.
1950,

C
P
C
40729 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

37
）

F
ro
m
 
F
U
JIT

A
 
H
eiitsu

,
D
irecto

r a
n
d
 
C
h
ief,

K
o
b
e B

ra
n
ch
,
T
ra
d
in
g
 
C
o
rp
o
ra
tio
n
 
to
 
M
r.
K
U
S
A
K
A
B
E
 
S
h
ig
eru

,
C
h
ief,

S
u
p
erv

isio
n D

iv
isio

n
,
K
o
b
e M

a
rtim

e B
u
rea

u
,
23 A

u
g
u
st 1945,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

38
）

In
v
estig

a
tio
n o

n O
p
iu
m
(80 ca

ses,
w
eig
h
in
g 3.866.4 K

g
s),
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

39
）

Ib
id
.

40
）

F
ro
m
 
F
U
JIT

A
 
H
eiitsu

,
D
irecto

r a
n
d
 
C
h
ief,

K
o
b
e B

ra
n
ch
,
T
ra
d
in
g
 
C
o
rp
o
ra
tio
n
 
to
 
M
r.
K
U
S
A
K
A
B
E
 
S
h
ig
eru

,
C
h
ief,

S
u
p
erv

isio
n D

iv
isio

n
,
K
o
b
e M

a
rtim

e B
u
rea

u
,
23 A

u
g
u
st 1945,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

41
）

杉
山
章
子
（
解
説
・
訳
）『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
二
二
巻

公
衆
衛
生
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
、
二
〇
五
頁
、
二
一
四
頁
注

４
）。
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参
照
、‘In

fo
rm
a
tio
n
 
o
n
 
Ja
p
a
n
ese P

u
b
lic H

ea
lth
’

国
立
国
会
図
書
館
編
『
総
司
令
部
指
令
覚
書
類

一
九
四
五
（
昭
二
〇
）
一
〇
月
』
九
〇

〜
九
一
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）。

42
）

前
掲
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
二
二
巻

公
衆
衛
生
』
二
〇
五
〜
二
〇
六
頁
、
二
一
四
頁
注

５
）。
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

一
三
〇
に
つ
い
て
は
、‘C

o
n
-

tro
l o
f N

a
rco

tic P
ro
d
u
cts a

n
d R

eco
rd
s in Ja

p
a
n
’

前
掲
『
総
司
令
部
指
令
覚
書
類

一
九
四
五
（
昭
二
〇
）
一
〇
月
』
一
五
八
〜
一
五
九
頁
を

参
照
。

43
）

A
n
n
ex N

o
.8,
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
R
eco

rd
s,
o
ffice o

f C
iv
il P

ro
p
erty C

u
sto
d
ia
n
,R
o
g
es
(G
.m
.b
.H
.)
(H
a
n
s U

m
b
h
a
u
),C

P
C
40736 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

44
）

F
ro
m
 
P
h
a
rm
a
ceu

tica
l A

ffa
irs S

ectio
n
,
S
a
n
ita
ry D

ep
a
rtm

en
t,
M
in
isto

ry o
f W

elfa
re to T

a
k
ed
a P

h
a
rm
a
ceu

tica
l In

d
u
stry

 
C
o
.,
L
td
.,
24 O

cto
b
er 1945,

Y
A
K
U
 
N
o
.1429,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

45
）

F
ro
m
 
T
a
k
ed
a P

h
a
rm
a
ceu

tica
l In

d
u
stry C

o
.,
L
td
.
to K

o
b
e B

ra
n
ch
,
T
ra
d
in
g C

o
rp
o
ra
tio
n
,
8 Ja

n
u
a
ry 1946

(S
H
I-H

A
T
S
U

 
N
o
.13),

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

46
）

In
v
estig

a
tio
n o

n O
p
iu
m
(80 ca

ses,
w
eig
h
in
g 3.866.4 K

g
s),
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

47
）

F
ro
m
 
T
a
k
ed
a P

h
a
rm
a
ceu

tica
l In

d
u
stry C

o
.,
L
td
.
to K

o
b
e B

ra
n
ch
,
T
ra
d
in
g C

o
rp
o
ra
tio
n
,
8 Ja

n
u
a
ry 1946

(S
H
I-H

A
T
S
U

 
N
o
.13),

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

48
）

F
ro
m
 
T
H
E
 
T
R
A
D
IN
G
 
D
O
R
P
O
R
A
T
IO
N

(sic!)
O
F
 
JA
P
A
N
E
S
E
(sic!)

(T
H
E
 
K
O
E
K
I E

ID
A
N
)
K
O
B
E
 
O
F
F
IC
E
 
C
/O

 
D
A
IM
A
R
U
 
D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
,
K
O
B
E
 
to H

is E
x
ellen

cy M
a
jo
r G

en
era

l W
eib
le,

A
S
C
O
M
O
,
K
o
b
e,
th
e 10th Ja

n
.,
’46,

in
:
G
H
Q
/

S
C
A
P
,
R
eco

rd
s,
o
ffice o

f C
iv
il P

ro
p
erty C

u
sto
d
ia
n
,
H
a
n
s U

m
b
h
a
u

P
ro
p
erty A

d
m
in
istra

ted b
y H

a
n
s U

m
b
h
a
u
-G
en
era

l a
n
d

 
R
ep
o
rts,

1945 /11
1948 /08,

C
P
C
40730 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

49
）

F
ro
m
 
T
H
E
 
T
R
A
D
IN
G
 
C
O
R
P
O
R
A
T
IO
N
 
O
F
 
JA
P
A
N
E
S
E
 
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
,
K
O
B
E
 
O
F
F
IC
E
 
to H

is E
x
cellen

cy M
a
jo
r

 
G
en
era

l W
eib
le,

A
S
C
O
M
O
,
K
o
b
e,
19th Ja

n
.
1946,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

50
）

F
ro
m
 
T
H
E T

R
A
D
IN
G
 
C
O
R
P
O
R
A
T
IO
N
 
O
F JA

P
A
N
E
S
E G

O
V
E
R
N
M
E
N
T
(T
H
E K

O
E
K
I E
ID
A
N
)
K
O
B
E O

F
F
IC
E C

/O
 

D
A
IM
A
R
U
 
D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
,
K
O
B
E
 
to T

h
e 31st M

ilita
ry G

o
v
ern

m
en
t,
U
.S
.A
.,
K
o
b
e,
th
e 26th A

p
ril,

1946,
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,

C
P
C
40730 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

51
）

F
ro
m
 
H
E
A
D
Q
U
A
R
T
E
R
S 31st M

IL
IT
A
R
Y
 
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
 
H
Q
&
H
Q
 
C
O
,
A
P
O
 
660

(K
o
b
e,
H
o
n
sh
u
)
to th

e T
ra
d
in
g

 
C
o
rp
o
ra
tio
n o

f Ja
p
a
n
ese G

o
v
ern

m
en
t
(K
o
ek
i E
id
a
n
)
K
o
b
e O

ffice,
7 M

a
y 1946,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40736 ：

国
立
国
会
図
書
館

憲
政
資
料
室
蔵
。
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52
）

F
ro
m
 
31st M

il G
o
v
t H

q
&
H
q C

o
.,
A
P
O
 
317 to K

o
ek
i E
id
a
n
,
K
o
b
e,
24 Ju

n
e 1946,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40736 ：

国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

53
）

B
A
S
IC
,
L
tr F

r H
q
.,
31st M

il G
o
v
t H

q
&
H
q C

o
,
A
P
O
 
660

(K
o
b
e H

o
n
sh
u
)
S
u
b
j.:
D
isp
o
stio

n o
f O

p
iu
m
,
d
td 11 Ju

n
e 46,

in
:

G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40736 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

54
）

C
IV
IL P

R
O
P
E
R
T
Y
 
C
U
S
T
O
D
IA
N
 
C
O
M
P
T
R
O
L
L
E
R
 
D
IV
IS
IO
N
.
P
ro
p
erty S

erv
ice B

ra
n
ch
,
21 Ju

ly 1948,
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,

C
P
C
40730 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

55
）

通
商
産
業
省
の
発
足
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
通
商
産
業
省
通
商
産
業
政
策
史
編
纂
委
員
会
編
『
通
商
産
業
政
策
史

第
四
巻
｜
第
Ⅰ
期

戦
後

復
興
期
（
３
）
｜
』
財
団
法
人
通
商
産
業
調
査
会
、
一
九
九
〇
年
、
四
一
六
〜
四
三
〇
頁
を
参
照
。

56
）

F
ro
m
 
N
E
T
H
E
R
L
A
N
D
S R

E
P
A
R
A
T
IO
N
S A

N
D R

E
S
T
IT
U
T
IO
N
 
D
E
L
E
G
A
T
IO
N
 
to M

in
istry o

f In
tern

a
tio
n
a
l T

ra
d
e a
n
d

 
In
d
u
stry

,
28th

,
F
eb
ru
a
ry
,
1950,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
R
eco

rd
s,
E
co
n
o
m
ic a

n
d S

cien
tific S

ectio
n
,
R
estitu

ted O
p
iu
m
,
C
iv
il P

ro
p
erty

 
C
u
sto
d
ia
n

G
erm

a
n
y
,
F
eb
.
1950

D
ec.

1950,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

57
）

F
ro
m
 
In
tern

a
tio
n
a
l T

ra
d
e B

u
rea

u
,
M
in
istry

 
o
f In

tern
a
tio
n
a
l T

ra
d
e a

n
d
 
In
d
u
stry

 
to
 
F
o
reig

n
 
T
ra
d
e a

n
d
 
C
o
m
m
erce

 
D
iv
isio

n
,
E
co
n
o
m
ic a

n
d S

cien
tific S

ectio
n
,
G
en
era

l H
ea
d
q
u
a
ters,

S
u
p
rem

e C
o
m
m
a
n
d
er fo

r th
e A

llied P
o
w
ers,

11 A
p
ril 1950,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

58
）

F
ro
m
 
In
tern

a
tio
n
a
l T

ra
d
e B

u
rea

u
,
M
in
istry

 
o
f In

tern
a
tio
n
a
l T

ra
d
e a

n
d
 
In
d
u
stry

 
to
 
F
o
reig

n
 
T
ra
d
e a

n
d
 
C
o
m
m
erce

 
D
iv
isio

n
,
E
co
n
o
m
ic a

n
d S

cien
tific C

o
m
m
a
n
d
er fo

r th
e A

llied P
o
w
ers,

3 Ju
n
e 1950,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

59
）

F
ro
m
 
C
H
IN
E
S
E
 
M
IS
S
IO
N
 
IN
 
JA
P
A
N
,
T
O
K
Y
O
 
to In

tern
a
tio
n
a
l T

ra
d
e B

u
rea

u
,
M
in
istry o

f In
tern

a
tio
n
a
l T

ra
d
e a

n
d

 
In
d
u
stry

,
16 Ju

n
e 1950,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

60
）

G
E
N
E
R
A
L
 
H
E
A
D
Q
U
A
R
T
E
R
S
 
S
U
P
R
E
M
E
 
C
O
M
M
A
N
D
E
R
 
F
O
R
 
T
H
E
 
A
L
L
IE
D
 
P
O
W
E
R
S
.
E
co
n
o
m
ic a

n
d
 
S
cien

tific
 

S
ectio

n
,
A
P
C
 
500,

9 S
ep
tem

b
er 1950,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

61
）

D
E
T
A
IL
S O

F L
O
O
T
E
D
 
R
A
W
 
O
P
IU
M
 
T
O
 
B
E P

U
R
C
H
A
S
E
D
 
B
Y
 
M
IT
I
(7 S

ep
t.,
1950),

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

62
）

In
v
estig

a
tio
n o

n O
p
iu
m
(80 ca

ses,
w
eig
h
in
g 3.866.4 K

g
s),
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
C
P
C
40735 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

63
）

松
本
邦
彦
（
解
説
・
訳
）『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
一
六
巻

外
国
人
の
取
り
扱
い
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
、
六
一
頁
、
七
二
頁
注

＊
２
）参
照
。

（81-３- ）231 77
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64
）

藤
田
尚
則
（
解
説
・
訳
）・
岡
部
史
信
（
訳
）『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
二
六
巻

外
国
人
財
産
の
管
理
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
、

一

三

頁
並
び
に
前
掲
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
一
六
巻

外
国
人
の
取
り
扱
い
』
六
一
頁
、
七
二
頁
注

＊
２
）を
参
照
。
な
お
、
日
本
在
留
の
「
好
ま
し

い
ド
イ
ツ
人
」
と
「
好
ま
し
か
ら
ぬ
ド
イ
ツ
人
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
綾
乃
『
東
京
の
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
｜
東
ア
ジ
ア
に
生
き
た
ド
イ
ツ
人
の
軌
跡

｜
』
白
水
社
、
二
〇
一
〇
年
、
第
六
章
が
詳
し
い
。

65
）

こ
の
覚
書
に
つ
い
て
は
、

付
録
五
二

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

二
〇
五
一
」
前
掲
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
二
六
巻

外
国
人
財
産
の
管
理
』
二
九
〇

〜
二
九
二
頁
、‘N

o
tifica

tio
n th

a
t th

e U
n
ited S

ta
tes,

U
n
ited K

in
g
d
o
m
 
a
n
d F

ra
n
ce a

re O
w
n
ers o

f C
erta

in C
a
teg

o
ries o

f F
o
rm
er

 
G
erm

a
n P

ro
p
erty in Ja

p
a
n
’

前
掲
『
総
司
令
部
指
令
覚
書
類

一
九
四
九
（
昭
二
四
）
一
〇
月
』
一
五
五
〜
一
五
七
頁
を
参
照
。

66
）

以
上
の
叙
述
は
、
前
掲
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
二
六
巻

外
国
人
財
産
の
管
理
』

一
三

〜

一
四

頁
に
よ
る
。

67
）

S
u
b
j:
P
a
y
m
en
t fo

r C
ru
d
e O

p
iu
m
 
p
u
rch

a
sed b

y M
IT
I.
T
o
:
E
S
S
/B
F
E
,
A
ttn
:
M
r.
G
.W
a
ller,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

68
）

‘A
u
th
o
riza

tio
n to M

a
n
u
fa
ctu

re N
a
rco

tics in Ja
p
a
n
’

前
掲
『
総
司
令
部
指
令
覚
書
類

一
九
四
七
（
昭
二
二
）
六
月
』
所
収
（
頁
数
無

記
載
）。

69
）

G
E
N
E
R
A
L
 
H
E
A
D
Q
U
A
R
T
E
R
S
 
F
A
R
 
E
A
S
T
 
C
O
M
M
A
N
D
.
C
H
E
C
K
 
S
H
E
E
T
,
20 O

C
T
 
1950,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)

04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

70
）

M
IN
IS
T
O
R
Y
 
O
F
 
IN
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
 
T
R
A
D
E
 
A
N
D
 
IN
D
U
S
T
R
Y
.
A
g
en
cy
 
o
f th

e Ja
p
a
n
ese G

o
v
ern

m
en
t,
IM
P
O
R
T

 
C
O
N
T
A
K
T
,
in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。
な
お
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
機
構
や
主
要
人
事
並
び
に
訳
語
に
つ
い
て

は
、
五
百
旗
頭
真
『
占
領
期
｜
首
相
た
ち
の
新
日
本
｜

二
〇
世
紀
の
日
本
３

』
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
の
「
巻
末
資
料
」
を
参
照
。

71
）

JA
P
A
N
E
S
E G

O
V
E
R
N
M
E
N
T
 
R
E
C
E
IP
T
 
F
O
R
 
IM
P
O
R
T
S
,
8 N

o
v
em
b
er 1950,

in
:
G
H
Q
/S
C
A
P
,
E
S
S
(B
)
04491 ：

国
立
国
会
図

書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

72
）

前
掲
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
第
二
六
巻

外
国
人
財
産
の
管
理
』
一
三
一
〜
一
三
二
頁
、
一
四
九
頁
注
ｙ)
を
参
照
。

73
）

同
書
、
一
二
九
頁
。

＊
本
論
は
、
平
成
二
二
〜
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究
「『
満
』
独
関
係
と
阿
片
」
課
題
番
号
二
二
六
五
三
〇
二
〇
）

の
交
付
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（法政研究81-３- ）78 232
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